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蒲郡商工会議所
講読無料　毎月1日発行予定

ご登録はホームページより　 https://www.gamagoricci.or.jp/
蒲郡INNOVATION HUBを目指して

蒲郡商工会議所は、健康経営優良法人
2022(ブライト500)に認定されました。

去る 4 月 4 日・5 日の 2 日間にわたり、本所コンベンションホールにおいて、新型コロナウイルス感染予防対策を講じ新

入社員セミナーを開催しました。グループワークやロールプレイングを通して職場で求められるスキルを習得すること

ができ大変有意義なセミナーとなりました。
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第
３
５
３
回
常
議
員
会
・
第
１
４
3
回
通
常
議
員
総
会

令
和
4
年
度
事
業
計
画
・
収
支
予
算
を
承
認

去
る
3
月
29
日
、
本
所
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
に
お
い
て
第
３
５
３

回
常
議
員
会
・
第
１
４
３
回
通
常
議

員
総
会
を
開
催
し
、
次
の
議
案
が
審

議
さ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

議

題　
　

議
案
第
１
号

電
子
取
引
デ
ー
タ
の

訂
正
及
び
削
除
の
防
止
に
関
す
る

事
務
処
理
規
程
の
制
定
承
認
に
関

す
る
件

議
案
第
２
号

蒲
郡
商
工
会
議
所
職

員
就
業
規
則
の
一
部
改
正
承
認
に

関
す
る
件

議
案
第
３
号

職
員
人
事
考
課
規
程

の
改
正
承
認
に
関
す
る
件

議
案
第
４
号

蒲
郡
商
工
会
議
所
給

与
規
程
の
一
部
改
正
承
認
に
関
す

る
件

議
案
第
５
号

令
和
３
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算
（
案
）
承
認
に
関
す

る
件

議
案
第
６
号

令
和
４
年
度

事
業

計
画
並
び
に
収
支
予
算
承
認
に
関

す
る
件

議
案
第
７
号

会
員
事
業
所
表
彰
承

認
に
関
す
る
件

議
案
第
８
号

役
員
退
職
慰
労
金
支

給
承
認
に
関
す
る
件

議
案
第
９
号

会
員
加
入
承
認
に
関

す
る
件

議
案
第
10
号

小
規
模
企
業
振
興
委

員
の
委
嘱
承
認
に
関
す
る
件

報
告
事
項

▼
参
与
の
変
更
に
つ
い
て

▼
ま
ち

づ
く
り
委
員
会
専
門
小
委
員
会「
竹

島
水
族
館
を
考
え
る
会
」
の
設
置
並

び
に
提
言
書
に
つ
い
て

▼
議
員
の
職
務
を
行
う
者
の
異
動
に

つ
い
て

▼
蒲
郡
市
に
対
す
る
予
算

並
び
に
各
種
施
策
要
望
に
つ
い
て

▼
蒲
郡
市
産
業
振
興
条
例
の
制
定
に

関
す
る
要
望
に
つ
い
て

▼
本
所
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
の
防
止
に
関
す
る
方
針

に
つ
い
て

▼
健
康
経
営
優
良
法
人

２
０
２
２
（
ブ
ラ
イ
ト
５
０
０
）
の

認
定
に
つ
い
て

▼
日
本
商
工
会
議

所
事
業
活
動
表
彰
の
受
賞
に
つ
い
て

▼
本
所
１
回
目
・
２
回
目
新
型
コ
ロ

ナ
ワ
ク
チ
ン
職
域
接
種
の
最
終
結
果

に
つ
い
て

▼
本
所
３
回
目
職
域
接

種
の
実
施
に
つ
い
て

▼
東
三
河
県

庁
要
望
会
に
つ
い
て

▼
愛
知
県
に

対
す
る
愛
知
県
商
工
会
議
所
連
合
会

の
要
望
活
動
に
つ
い
て

▼
愛
知
県

商
工
会
議
所
連
合
会
（
三
河
ブ
ロ
ッ

ク
）
と
中
部
地
方
整
備
局
と
の
意
見

交
換
会
に
つ
い
て

▼
東
三
河
広
域

経
済
連
合
会
「
東
三
河
経
済
フ
ォ
ー

ラ
ム
２
０
２
２
」
に
つ
い
て

▼
省

エ
ネ
補
助
金
の
交
付
決
定
に
つ
い
て

▼
東
港
地
区
ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
に
つ
い
て

▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
影
響
を
受
け

る
事
業
者
へ
の
支
援
に
つ
い
て

▼

令
和
３
年
度
小
規
模
事
業
経
営
支
援

事
業
費
補
助
金
指
導
検
査
結
果
に
つ

い
て

▼
令
和
３
年
度
お
ら
が
の
店

じ
ま
ん
に
つ
い
て

▼
が
ま
フ
ォ
ロ

割
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
つ
い
て

▼
シ

テ
ィ
セ
ー
ル
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ

い
て

▼
景
況
調
査（
10
月
〜
12
月
）

に
つ
い
て

▼
蒲
郡
Ｇ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
商
品

券
の
結
果
報
告
に
つ
い
て

▼
本
所

青
年
部
事
業
に
つ
い
て

令
和
４
年
度
事
業
計
画

基
本
方
針

新
た
な
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
出
現
も

あ
り
、
１
年
を
通
し
て
社
会
・
経
済

に
大
き
な
打
撃
を
与
え
た
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、
当
地
域
に
お
い
て

も
宿
泊
、
飲
食
サ
ー
ビ
ス
業
を
中
心

に
甚
大
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

こ
の
様
な
状
況
に
お
い
て
、
本
所

は
地
元
事
業
所
の
事
業
継
続
に
向
け

て
、
事
業
者
へ
の
伴
走
型
支
援
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
職
域

接
種
の
実
施
、
蒲
郡
Ｇ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
商
品

券
事
業
の
実
施
等
各
種
施
策
を
実
施

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

ま
た
、「
蒲
郡
市
産
業
振
興
条
例
制

定
に
関
す
る
要
望
」
や
各
業
界
よ
り

行
政
に
期
待
す
る
支
援
施
策
等
を
取

り
ま
と
め
た
「
蒲
郡
市
に
対
す
る
各

種
施
策
要
望
」
も
実
施
致
し
ま
し
た
。

迎
え
る
令
和
４
年
度
も
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
共
存
す
る
ウ
イ
ズ

コ
ロ
ナ
の
状
況
が
続
く
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
が
、
第
２
期
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
の
最
終
年
度
と
し
て
地
域
の
中

小
・
小
規
模
事
業
者
の
皆
様
へ
各
種

サ
ポ
ー
ト
を
一
層
充
実
さ
せ
て
ま
い

り
ま
す
。

具
体
的
に
は
、以
下
の
と
お
り
で
す
。

１
．「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関

す
る
経
営
相
談
窓
口
」
の
よ
り
一
層

の
充
実
に
よ
る
、
資
金
繰
り
や
支
援

金
申
請
等
支
援
施
策
の
活
用
支
援
並

び
に
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
る
事
業

展
開
に
向
け
た
計
画
策
定
や
補
助
金

活
用
の
相
談
。

２
．「
ビ
ジ
ナ
ビ
経
営
サ
ポ
ー
ト
」

と
し
て
、
具
体
的
な
計
画
策
定
や
計

画
実
施
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
と
共

に
、
専
門
家
に
よ
る
「
ビ
ジ
ナ
ビ
経

営
相
談
」（
経
営
相
談
、も
の
づ
く
り
、

Ｗ
Ｅ
Ｂ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
新
型
コ

ロ
ナ
対
応
・
補
助
金
活
用
）
に
よ
り
、

変
化
の
激
し
い
時
代
に
対
応
で
き
る

経
営
体
制
づ
く
り
を
支
援
。
ま
た
、

イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
機
能
、
ス

ペ
ー
ス
＆
セ
ミ
ナ
ー
機
能
、
シ
ェ
ア

オ
フ
ィ
ス
機
能
を
兼
ね
備
え
た
「
コ

ワ
ー
キ
ン
グ
Ｅ
Ｇ
Ｇ
」を
活
用
し
て
、

地
域
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
源
泉
と

な
る
創
業
の
促
進
。

３
．
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
時
代
に
お

け
る
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
の
推
進
と
し

て
、
会
員
事
業
所
の
デ
ジ
タ
ル
化
に

よ
る
生
産
性
向
上
と
業
務
変
革
や
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
新
た
な
顧
客

価
値
創
出
の
支
援
。
加
え
て
、
蒲
郡

市
と
共
同
で
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
、

令
和
４
年
度
事
業
計
画

弁理士 尾崎隆弘
弁理士 杉田一直

〒443-0057 愛知県蒲郡市中央本町１１－１４
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地
域
の
店
舗
の
販
路
拡
大
や
地
域
の

消
費
喚
起
。

４
．
働
く
人
の
健
康
づ
く
り
の
推

進
に
お
い
て
は
、『
健
康
宣
言
企
業

２
０
０
社
』
の
達
成
並
び
に
健
康
経

営
優
良
法
人
の
認
定
支
援
。

５
．
観
光
面
で
は
、
ベ
ン
チ
×
ア
ー

ト
×
海
辺
の
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン

と
し
て
の
『
蒲
郡
ベ
ン
チ
ア
ー
ト
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
の
推
進
に
よ
り
、
蒲

郡
と
言
わ
れ
て
す
ぐ
に
思
い
浮
か
ぶ

風
景
作
り
。
ま
た
、
引
続
き
部
会
活

動
の
活
性
化
に
努
め
、
会
員
事
業
所

か
ら
業
界
毎
の
課
題
を
抽
出
し
、
課

題
解
決
に
向
け
て
行
政
へ
の
提
言
活

動
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
か
ら
地
域
総
合
経
済

団
体
と
し
て
、「
頼
り
に
さ
れ
、
信

頼
さ
れ
る
商
工
会
議
所
」
を
合
言
葉

に
、
こ
れ
か
ら
の
一
年
間
、
地
域
産

業
の
振
興
発
展
の
た
め
全
力
を
尽
く

し
て
ま
い
り
ま
す
。
引
き
続
き
格
別

の
ご
高
配
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

事
業
項
目

１
．
産
業
振
興
政
策
提
言
・
要
望

　

・
地
域
活
性
化
に
向
け
た
将
来
像

　
　

の
共
有
化 

　

・
イ
ン
フ
ラ
整
備
促
進
等
に
関
す

　
　

る
要
望
の
強
化 

　

・
蒲
郡
市
に
対
す
る
各
種
施
策
要　
　

　
　

望
の
強
化

２
．
ひ
と
づ
く
り
事
業

　

・
人
材
育
成
の
支
援

　

・
人
材
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援

　

・
福
利
厚
生
支
援
事
業
の
強
化

３
．
も
の
づ
く
り
事
業

　

・
地
域
の
中
核
産
業
の
成
長
促
進　
　

　
　

〜
オ
ー
プ
ン
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ　

　
　
　

ン
の
促
進
〜 

　

・
地
場
産
業
の
活
性
化　

　
　

〜
三
河
産
地
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン　
　

　
　
　

の
促
進
〜 

４
．
ま
ち
づ
く
り
事
業

　

・
ま
ち
な
か
の
賑
わ
い
・
活
性
化 　

　

・
観
光
産
業
の
振
興 　

　

・
商
業
活
性
化
事
業
の
推
進

５
．
ヘ
ル
ス
ケ
ア
産
業
の
創
出 

　

・
働
く
人
の
健
康
づ
く
り
の
推
進

　

・
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス

　
　

事
業
化
の
促
進

　

・
癒
し
と
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
の　

　
　

郷
推
進
協
議
会
の
運
営

　

・
東
三
河
広
域
経
済
連
合
会 

健

　
　

康
な
地
域
社
会
創
造
プ
ロ
ジ
ェ

　
　

ク
ト
委
員
会
の
運
営

６
．
経
営
支
援
事
業

　

・
中
小
企
業
相
談
所
事
業

　

・
地
域
連
携
商
談
会
事
業

　

・
Ｉ
Ｔ
活
用
支
援
事
業

７
．
組
織
力
の
向
上
と
財
政
基
盤
の　

　
　

安
定
化

　

・
会
員
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
向
け
た　

　
　

事
務
局
体
制
・
会
員
組
織
の
強
化

　

・
財
政
基
盤
の
強
化

　

・
商
工
会
議
所
の
運
営
基
盤
の
強
化

　

・  

所
内
に
お
け
る
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ

　
　

ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

　
　

シ
ョ
ン
）
の
推
進 

８
．
そ
の
他
事
業

　

・
調
査
情
報
活
動

　

・
環
境
保
全

　

・
ワ
ク
チ
ン
職
域
接
種

令和４年度　一般会計収支予算

科 　目
本年度
予算額

前年度
予算額 比較増減

1  会　　費 43,680 39,980 3,700
2  事業収入 40,150 45,870 △ 5,720
3  交 付 金 4,500 4,500 0
4  雑 収 入 200 200 0
5  繰 入 金 1,000 2,000 △ 1,000
6  繰 越 金 9,000 9,000 0

合 　計 98,530 101,550 △ 3,020

科 　目
本年度
予算額

前年度
予算額 比較増減

1  事 業 費 37,430 43,490 △ 6,060
2  管 理 費 35,950 36,260 △ 310
3  繰 出 金 17,150 17,400 △ 250
4  積 立 金 6,000 4,000 2,000
5  予 備 費   2,000 400 1,600

合 　計 98,530 101,550 △ 3,020

（単位：千円）

（単位：千円）

□収入の部

□支出の部

令和４年度　特別会計予算総括表

会計区分 本年度
予算額

前年度
予算額 比較増減

中小企業相談所 58,770 55,550 3,220

会館運営 51,500 99,900 △ 48,400

労働保険事務組合 5,600 5,400 200

共済事業 48,000 49,800 △ 1,800

退職給与積立金 69,801 67,591 2,210

産業力向上支援事業 8,400 8,400 0
コワーキングスペース
運営事業 1,580 1,530 50

一店逸品発掘事業 1,970 1,490 480
専門アドバイザー
支援事業 1,560 3 ,050 △ 1,490

（単位：千円）
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健
康
経
営
優
良
法
人
に

認
定
さ
れ
ま
し
た

議

員

異

動

３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン

  

職
域
接
種
に
つ
い
て

お
詫
び
と
訂
正

本
所
は
、
健
康
経
営
優
良
法
人

認
定
制
度
の
中
小
規
模
企
業
部
門

に
お
い
て
「
健
康
経
営
優
良
法
人

２
０
２
２
（
ブ
ラ
イ
ト
５
０
０
）」

に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
健
康
経
営
優

良
法
人
は
６
年
連
続
、
ブ
ラ
イ
ト

５
０
０
は
２
年
連
続
で
の
認
定
と
な

り
ま
す
。

健
康
経
営
優
良
法
人
認
定
制
度
と
は

地
域
の
健
康
課
題
に
即
し
た
取
組

や
日
本
健
康
会
議
が
進
め
る
健
康
増

進
の
取
組
を
も
と
に
、
特
に
優
良
な

健
康
経
営
を
実
践
し
て
い
る
法
人
を

顕
彰
す
る
制
度
で
す
。
本
制
度
で
は
、

「
大
規
模
法
人
部
門
」
と
「
中
小
規

模
法
人
部
門
」の
２
部
門
に
よ
り「
健

康
経
営
優
良
法
人
」
を
認
定
し
て
い

ま
す
。

ブ
ラ
イ
ト
５
０
０
と
は

健
康
経
営
優
良
法
人
２
０
２
２

（
中
小
規
模
法
人
部
門
）
の
中
か
ら

「
優
れ
た
企
業
で
か
つ
地
域
に
お
い

て
健
康
経
営
の
発
信
を
行
っ
て
い
る

企
業
」
と
し
て
優
良
な
上
位
５
０
０

法
人
に
対
し
て
認
定
さ
れ
ま
す
。

去
る
３
月
10
日
・
12
日
・
13
日
・

31
日
・
４
月
２
日
・
３
日
の
６
日
間

本
所
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
に
お

い
て
、
会
員
事
業
所
の
事
業
主
、
従

業
員
を
対
象
に
３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン

接
種（
第
１
・
２
ク
ー
ル
）を
実
施
し
、

約
１
５
０
０
名
の
皆
さ
ん
が
ワ
ク
チ

ン
を
接
種
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
現
在
４
月
21
日
・
23
日
・

24
日
に
実
施
す
る
ワ
ク
チ
ン
接
種

（
第
３
ク
ー
ル
）
の
受
付
を
行
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
是
非

ご
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
お
願
い
し
ま

す
。

■
お
問
合
せ

蒲
郡
商
工
会
議
所

総
務
課

０
５
３
３

‒
６
８

‒
７
１
７
１

荒 岡 裕 之 氏

二
号
議
員
ユ
ニ
ー
株
式
会
社
ア

ピ
タ
蒲
郡
店
前
店
長
安
藤
規
夫
氏

異
動
に
よ
り
、
店
長
の
荒
岡
裕
之

氏
が
就
任
。

３
月
号
に
掲
載
し
ま
し
た
「
も
の

づ
く
り
現
場
に
お
け
る
リ
ス
ク
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
講
座
」
の
開
催
日
時
が

誤
っ
て
お
り
ま
し
た
の
で
訂
正
す
る

と
と
も
に
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

正

開
催
日
時

　
　

①
令
和
４
年
５
月
21
日
（
土
）

　
　
　

9
時
〜
16
時
30
分

　
　

②
令
和
４
年
５
月
28
日
（
土
）

　
　
　

9
時
〜
15
時
40
分

誤

開
催
日
時

　
　

①
令
和
４
年
６
月
21
日
（
土
）

　
　
　

9
時
〜
16
時
30
分

　
　

②
令
和
４
年
６
月
28
日
（
土
）

　
　
　

9
時
〜
15
時
40
分

健
康
経
営
優
良
法
人
認
定
制
度
と
は

ブ
ラ
イ
ト
５
０
０
と
は
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商工会議所共済制度口座振替のお知らせ

4月２0日（水）
が口座振替日です
振替日が近くなりましたら
ご確認をお願いいたします。

4月２0日（水）
したら
します。

「
セ
ル
フ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は

　
　
　
自
分
と
向
き
合
う
こ
と
か
ら
」

「
自
分
の
こ
と
は
、
自
分
が
一
番
分

か
っ
て
い
る
」。
本
当
に
そ
う
で
し
ょ
う

か
。
実
は
自
分
の
気
持
ち
ほ
ど
、
つ
か

み
に
く
い
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の

原
因
の
一
つ
は
、「
他
者
優
先
」
の
考
え

方
で
す
。
お
そ
ら
く
多
く
の
人
が
小
さ

い
頃
か
ら
「
人
に
迷
惑
を
掛
け
て
は
い

け
な
い
」
と
い
う
言
葉
を
何
度
と
な
く

言
わ
れ
続
け
て
き
た
の
で
は
と
思
い
ま

す
。「
自
分
さ
え
我
慢
す
れ
ば
」
と
い
う

場
面
が
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
、
自
分
の

気
持
ち
に
ふ
た
を
す
る
機
会
も
増
え
ま

す
。
自
分
の
抱
い
た
感
情
を
相
手
に
伝

え
ず
に
我
慢
し
た
り
、
自
分
で
そ
の
感

情
を
抑
え
よ
う
と
繰
り
返
し
た
り
す
る

う
ち
に
、
自
分
の
欲
求
や
気
持
ち
が
だ

ん
だ
ん
と
つ
か
み
づ
ら
く
な
っ
て
い
く

の
で
す
。

例
え
ば
、
友
達
と
「
何
か
食
べ
に
行

こ
う
」
と
な
っ
た
と
き
に
「
な
ん
で
も

い
い
よ
。
決
め
て
」
が
通
例
に
な
っ
て

し
ま
っ
て
い
る
よ
う
な
人
は
自
分
の
気

持
ち
を
見
な
い
癖
が
付
い
て
し
ま
っ
て

い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

で
は
、
見
失
っ
て
い
る
自
分
の
気
持

ち
を
取
り
戻
す
た
め
に
ど
う
す
れ
ば
い

い
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
ず
は
、
湧
き
上

が
っ
て
き
た
気
持
ち
を
否
定
し
な
い
こ

と
で
す
。「
嫌
な
ら
嫌
」「
好
き
な
ら
好
き
」

と
感
じ
た
気
持
ち
を
そ
の
ま
ま
受
け
止

め
る
こ
と
。「
こ
ん
な
気
持
ち
に
な
っ
て

は
い
け
な
い
」「
こ
ん
な
こ
と
を
考
え
て

は
い
け
な
い
」「
こ
ん
な
気
持
ち
早
く
忘

れ
て
し
ま
い
た
い
」。
こ
の
よ
う
な
気
持

ち
は
、
さ
ら
に
自
分
の
気
持
ち
を
抑
え

込
み
、
ま
す
ま
す
そ
の
感
情
を
抑
え
込

む
こ
と
に
と
ら
わ
れ
る
「
強
化
」
と
い

う
状
況
を
引
き
起
こ
す
危
険
性
が
あ
り

ま
す
。

と
は
い
え
感
情
の
赴
く
ま
ま
に
腹
が

立
つ
相
手
を
罵
倒
し
て
し
ま
っ
て
は
社

会
的
な
立
場
が
危
う
く
な
り
ま
す
。
し

か
し
、
心
の
中
で
「
む
か
つ
く
、
む
か

つ
く
」
と
思
っ
て
い
る
だ
け
な
ら
、
誰

に
も
迷
惑
を
掛
け
ま
せ
ん
。
嫌
な
記
憶

は
な
く
な
り
ま
せ
ん
が
、
本
来
の
気
持

ち
と
向
き
合
う
こ
と
で
「
ま
、い
い
か
な
」

と
、
気
持
ち
を
受
け
入
れ
ら
れ
る
回
復

状
態
へ
の
早
道
に
も
な
り
ま
す
。
大
切

な
の
は
、
恐
れ
ず
に
自
分
の
気
持
ち
と

対
峙
（
た
い
じ
）
す
る
こ
と
で
す
。

日
常
生
活
で
実
践
で
き
る
簡
単
な
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
と
し
て
は
、
う
れ
し
い
こ

と
が
あ
れ
ば
「
あ
、
今
自
分
は
、
う
れ

し
い
気
持
ち
に
な
っ
て
い
る
」、
悲
し
い

こ
と
が
あ
れ
ば
「
自
分
は
、
悲
し
い
気

持
ち
に
ど
う
対
処
し
て
い
い
か
分
か
ら

な
い
」
と
い
う
よ
う
に
、
自
分
で
自
分

の
気
持
ち
を
意
識
し
て
把
握
す
る
こ
と

で
す
。
こ
の
繰
り
返
し
に
よ
っ
て
自
分

の
心
の
動
き
が
徐
々
に
つ
か
め
る
よ
う

に
な
っ
て
き
ま
す
。

隙
間
時
間
に
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

の
画
面
ば
か
り
見
ず
に
、
自
分
の
心
を

見
る
時
間
も
つ
く
っ
て
い
た
だ
け
た
ら

と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
本
メ
ン
タ
ル
ア
ッ
プ
支
援
機
構

　
　
代
表
理
事

大
野

萌
子

労
働
保
険
事
務
代
行
を

ご
活
用
く
だ
さ
い

下請法フリーダイヤル（0120-060-110）をご活用ください。公正
取引委員会の本局又は地方事務局等の相談窓口に繋がります。

□
労
働
保
険
事
務
組
合
と
は

労
働
保
険
事
務
組
合
と
は
、
事
業

主
の
委
託
を
受
け
、
労
働
保
険
料

の
納
付
や
労
働
保
険
の
各
種
届
出

を
事
業
主
に
代
わ
っ
て
行
う
こ
と

が
で
き
る
、
厚
生
労
働
大
臣
の
許

可
を
受
け
た
団
体
で
す
。
本
所
で

は
、
労
働
保
険
事
務
組
合
を
設
置

し
、
会
員
サ
ー
ビ
ス
の
一
環
と
し

て
労
働
保
険
事
務
を
代
行
し
て
い

ま
す
。

□
委
託
し
た
場
合
の
メ
リ
ッ
ト

①
事
業
主
、
家
族
従
事
者
、
法
人

　
　

の
役
員
も
、
労
災
保
険
に
特
別

　
　

加
入
で
き
ま
す
。

②
労
働
保
険
料
の
額
に
か
か
わ
ら

　
　

ず
年
３
回
に
分
割
納
付
で
き
ま
す
。

③
事
業
主
の
行
う
事
務
処
理
の
負

　
　

担
が
大
幅
に
軽
減
さ
れ
ま
す
。

□
事
務
委
託
で
き
る
方

本
所
の
会
員
企
業
で
、
次
の
労
働

者
数
を
満
た
す
企
業

・
金
融
・
保
険
・
不
動
産
・

　
　

小
売
業･･･

常
時
５
０
人
以
下

・
卸
売
業
・
サ
ー
ビ
ス
業･･･

常
時

　
　

１
０
０
人
以
下

・
そ
れ
以
外
の
業
種･･･

常
時

　
　

３
０
０
人
以
下

□
事
務
委
託
料

概
算
保
険
料
の
4.7
％（
最
低
５
，５
０
０
円
）

■
お
問
合
せ

蒲
郡
商
工
会
議
所

労
働
保
険
事
務
組
合

０
５
３
３

‒

６
８

‒

７
１
７
１
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 「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
紛
争
を
越
え
て

　
多
国
間
主
義
の
国
際
統
治
の
再
構
築
へ
」

　

今
回
の
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
の

問
題
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
議
論
さ
れ
て

い
る
が
、
こ
こ
で
は
国
際
協
調
の
必
要
な
世
界

的
に
重
要
な
課
題
（
＝
グ
ロ
ー
バ
ル
課
題
）
と

い
う
視
点
か
ら
捉
え
て
い
く
。
グ
ロ
ー
バ
ル
課

題
を
研
究
テ
ー
マ
と
し
て
本
格
的
に
取
り
組
む

契
機
と
な
っ
た
の
は
、
２
０
１
６
年
５
月
に
開

催
さ
れ
た
米
国
外
交
問
題
評
議
会（
Ｃ
Ｆ
Ｒ
）[
注

１]

主
催
の
世
界
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
版
Ｇ
20
と
呼

ば
れ
る
国
際
会
議
「
カ
ウ
ン
シ
ル
・
オ
ブ
・
カ

ウ
ン
シ
ル
ズ
」
へ
の
参
加
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は

世
界
25
カ
国
の
有
力
シ
ン
ク
タ
ン
ク
代
表
が
集

ま
り
、
世
界
が
直
面
す
る
共
通
の
課
題
に
つ
い

て
討
議
す
る
12
年
か
ら
開
催
さ
れ
て
い
る
国
際

会
議
で
あ
る
。

　

こ
の
会
議
の
中
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
課
題
と
し

て
10
の
課
題
を
挙
げ
、
19
年
ま
で
毎
年
、
各
シ

ン
ク
タ
ン
ク
が
格
付
け
し
、
そ
れ
を
Ｃ
Ｆ
Ｒ
が

集
計
し
て
公
表
し
て
い
た
。
10
の
課
題
を
整
理

す
る
と
、
国
際
的
に
解
決
す
べ
き
経
済
面
の
課

題
と
し
て
「
世
界
経
済
の
管
理
」「
世
界
貿
易
の

拡
大
」「
国
際
開
発
支
援
の
進
化
」、
国
際
的
に

解
決
す
べ
き
武
力
紛
争
の
課
題
と
し
て
「
核
拡

散
防
止
」「
国
家
間
武
力
紛
争
の
防
止
と
対
応
」

「
多
国
籍
テ
ロ
リ
ズ
ム
と
の
闘
い
」「
国
内
武
力

紛
争
の
防
止
」、
そ
の
他
の
課
題
と
し
て
「
気
候

変
動
抑
止
及
び
そ
の
変
化
へ
の
適
応
」「
グ
ロ
ー

バ
ル
・
ヘ
ル
ス
の
促
進
」「
サ
イ
バ
ー
ガ
バ
ナ
ン

ス
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
対
応
」
と
な
る
。

　

今
回
の
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に

類
似
す
る
問
題
へ
の
対
応
は
「
国
家
間
武
力
紛

争
の
防
止
と
対
応
」、
新
型
コ
ロ
ナ
な
ど
の
感
染

症
の
世
界
的
な
感
染
拡
大
へ
の
対
応
は
「
グ
ロ
ー

バ
ル
・
ヘ
ル
ス
の
促
進
」
に
お
い
て
議
論
さ
れ

て
き
た
。

　

個
人
的
に
感
じ
た
国
際
会
議
の
問
題
は
、
複

数
が
絡
み
合
っ
て
複
雑
化
し
た
課
題
へ
対
応
す

る
意
識
が
不
足
し
て
い
た
こ
と
と
、
ア
ジ
ア
、

中
東
な
ど
の
特
定
の
地
域
の
問
題
を
、
全
世
界

へ
の
波
及
効
果
を
考
え
て
グ
ロ
ー
バ
ル
の
問
題

と
し
て
意
識
す
る
こ
と
が
不
足
し
て
い
た
こ
と

で
あ
る
。
つ
ま
り
、
解
決
を
主
導
す
る
主
体
あ

る
い
は
主
体
の
統
治
体
制
（
ガ
バ
ナ
ン
ス
）、
枠

組
み
に
課
題
が
あ
っ
た
と
い
え
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル

課
題
の
解
決
に
実
際
に
取
り
組
む
国
際
連
合
（
国

連
）、
国
際
通
貨
基
金
（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
）・
世
界
銀
行
、

世
界
貿
易
機
関
（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
な
ど
の
よ
う
な
国
際

機
関
で
も
同
様
の
問
題
を
抱
え
、
紛
争
解
決
・
処

理
の
機
能
を
中
心
に
一
部
機
能
不
全
に
陥
っ
て
い

た
と
推
測
さ
れ
る
。

　

16
年
当
時
は
、
シ
リ
ア
難
民
を
中
心
に
約

２
０
０
万
人
が
助
け
を
求
め
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
目

指
し
た
「
欧
州
の
難
民
危
機
」
が
高
ま
る
中
、
英

国
の
欧
州
連
合
離
脱
が
国
民
投
票
で
決
ま
り
、
自

国
第
一
主
義
の
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
当
選
し
た
選

挙
が
行
わ
れ
た
年
で
あ
っ
た
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
が
普

及
す
る
こ
と
で
、
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
が
さ
ら
に
勢
い

を
増
し
、
自
由
貿
易
主
義
よ
り
も
保
護
主
義
を
、

民
主
主
義
よ
り
も
権
威
主
義
を
好
ま
し
い
と
考
え

る
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
へ
の
支
持
層
が
優
勢
と
な

り
、米
国
内
に
主
義
思
想
の
「
分
断
」
を
生
ん
だ
。

共
通
価
値
と
さ
れ
て
き
た
自
由
貿
易
主
義
、
民
主

主
義
が
揺
ら
ぎ
を
見
せ
、
多
国
間
主
義
に
基
づ
く

国
際
的
な
統
治
体
制
（
＝
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ガ
バ
ナ

ン
ス
）
の
欠
如
が
危
機
感
を
持
っ
て
認
識
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
現
状
を
鑑
み
れ
ば
、
米
国

を
中
心
と
し
た
西
側
諸
国
が
、
実
際
に
は
機
能
し

な
く
な
っ
て
い
る
既
存
の
国
際
秩
序
、
統
治
体
制

の
大
義
名
分
を
守
ろ
う
と
結
束
し
て
、
ロ
シ
ア
に

経
済
制
裁
を
課
し
て
い
る
と
も
見
え
る
。
そ
の
背

景
に
は
、
西
側
諸
国
が
14
年
の
ク
リ
ミ
ア
半
島
併

合
か
ら
今
回
の
侵
攻
ま
で
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
対
す

る
プ
ー
チ
ン
大
統
領
の
横
暴
を
許
し
て
し
ま
っ
た

こ
と
で
、
西
側
諸
国
に
よ
る
制
御
が
効
か
な
く
な

り
、
東
欧
で
の
地
域
の
問
題
か
ら
グ
ロ
ー
バ
ル
の

問
題
に
急
速
に
発
展
し
た
こ
と
が
あ
ろ
う
。
ロ
シ

ア
な
ど
の
権
威
主
義
国
の
指
導
者
は
自
国
第
一
主

義
の
非
民
主
的
な
統
治
を
死
守
す
る
た
め
に
、
言

論
の
自
由
を
担
保
し
な
い
こ
と
や
、
国
際
秩
序
の

中
の
法
・
条
約
を
反
故
（
ほ
ご
）
に
す
る
こ
と
を

厭
わ
ず
、
無
秩
序
で
も
構
わ
な
い
と
考
え
て
い
る

可
能
性
が
あ
る
。
今
回
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に

よ
っ
て
、
政
治
的
判
断
の
決
定
、
政
策
・
立
法
な

ど
の
決
定
プ
ロ
セ
ス
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
不
透
明

に
な
っ
て
き
て
い
る
た
め
、
ロ
シ
ア
と
の
信
頼
関

係
を
構
築
し
よ
う
と
努
力
し
て
き
た
西
側
諸
国
を

中
心
と
し
た
国
々
に
と
っ
て
は
、
ロ
シ
ア
の
政
治

判
断
の
予
見
可
能
性
を
担
保
で
き
ず
、
時
間
が

た
っ
て
も
、
信
頼
関
係
が
築
け
な
い
状
況
を
抜
け

出
せ
な
い
。

　

一
方
、
既
存
の
国
際
秩
序
、
統
治
体
制
を
支
持

す
る
西
側
諸
国
も
、
機
能
不
全
に
陥
っ
て
い
る
本

質
的
な
問
題
を
解
決
す
る
取
り
組
み
を
本
格
的
に

実
行
に
移
す
必
要
が
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
に
は
、

ま
ず
は
西
側
諸
国
の
経
済
制
裁
に
よ
っ
て
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
侵
攻
が
ロ
シ
ア
に
多
大
な
経
済
的
コ
ス
ト

を
発
生
さ
せ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
さ
せ
、
ロ
シ
ア

を
含
め
た
全
て
の
国
々
が
自
国
の
利
益
の
最
大
化

よ
り
も
「
国
際
秩
序
の
中
で
自
己
の
利
益
を
追
求

す
る
方
が
、
結
果
的
に
、
無
秩
序
の
中
で
の
無
制

限
な
競
争
よ
り
も
利
益
実
現
の
コ
ス
ト
が
少
な
く

て
済
む
」[

注
２]

と
い
う
多
国
間
主
義
の
基
本
理

念
を
再
認
識
し
、
多
国
間
主
義
の
グ
ロ
ー
バ
ル
ガ

バ
ナ
ン
ス
体
制
の
再
構
築
が
進
む
こ
と
が
望
ま
れ

る
。

　

米
国
の
ゼ
ロ
金
利
解
除
が
決
ま
り
、
今
年
に
は

７
回
（
１
回
に
つ
き
０
．
２
５
％
）
の
利
上
げ
が

見
込
ま
れ
て
い
る
。
米
国
政
府
は
コ
ロ
ナ
禍
の
世

界
経
済
へ
の
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
が
残
る
中
、
イ
ン

フ
レ
を
抑
え
な
が
ら
、
世
界
経
済
を
回
復
さ
せ
て

い
く
と
い
う
難
し
い
か
じ
取
り
を
迫
ら
れ
て
い

る
。
加
え
て
世
界
経
済
の
持
続
的
な
回
復
の
た
め

に
は
、
世
界
平
和
を
回
復
さ
せ
、
人
、
モ
ノ
、
資

金
の
自
由
な
流
れ
を
生
む
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
も
必
要
で
あ
る
。
そ
れ
が
実
現
さ
れ
な
い
ま

ま
、
将
来
、
仮
に
他
の
地
域
で
、
ロ
シ
ア
・
ウ
ク

ラ
イ
ナ
問
題
と
同
様
の
グ
ロ
ー
バ
ル
課
題
が
発
生

す
れ
ば
、
20
年
代
の
世
界
経
済
の
停
滞
が
現
実
味

を
帯
び
て
く
る
。
日
本
は
、
最
悪
の
シ
ナ
リ
オ
も

想
定
に
入
れ
て
経
済
的
・
社
会
的“

国
力”

を
高

め
な
が
ら
、
対
応
で
き
る
政
策
カ
ー
ド
を
可
能

な
限
り
多
く
持
つ
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
3
月
18
日
執
筆
）

[

注
１] The Council on Foreign Relations

（
Ｃ
Ｆ
Ｒ
）。
１
９
２
１
年
に
ウ
ォ
ー
ル
・
ス
ト

リ
ー
ト
の
財
界
人
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
弁
護
士

が
中
心
に
な
っ
て
組
織
さ
れ
た
非
営
利
の
外
交

シ
ン
ク
タ
ン
ク
。

[

注
２] Robert O. Keohan, After Hegem

ony: 
Cooperation and Discord in the W

orld 
Political Econom

y 

（Princeton: Princeton 
University Press, 

１
９
８
４
）, pp.85-109; 

小
出
稔
「
多
国
間
主
義
（m

ultilateralism
）
の

高
ま
り
と
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
」P45

『
創
大
平

和
研
究　

18
号
』
１
９
９
６
年

　
　

株
式
会
社
大
和
総
研
　
金
融
調
査
部

　
　
　
主
席
研
究
員
　
内
野
　
逸
勢
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令和４年度スローガン

ロックンロール！～路上に掲げた旗を見よ～
Gamagori Young Entrepreneurs Group
蒲郡商工会議所青年部　　活動報告

次代を担う若手経営者たちへ　経営者として成功し、誇りある蒲郡を築くために
蒲郡商工会議所青年部　新入会員募集中！ー50歳までの経営者・後継者の方ー
お問い合わせは事務局まで　Tel : 0533-68-7171　Fax : 0533-68-0339　E-mail : yeg@gamagoricci.or.jp

3 月例会　令和 3 年度卒業式
「全部できるまで卒業させません！」を開催

　去る 3月 17 日、蒲郡クラシックホテルを会場に 3月
例会 令和 3年度卒業式「全部できるまで卒業させませ
ん！」を開催しました。
　本例会は、本年度 50 歳となり卒業を迎える仲田幸
正君・岡田桂吾君・藤田哲央君・稲吉景介君・山川
勝正君・市川浩之君・中瀬元君・加藤恵子君・稲吉
伸英君・牧原広和君・加藤晃祥君の合計 11 名を送り
出すため、56 名の参加者が集まりました。

　先輩への感謝を伝える場として、総務渉外委員会
（畑川裕喜委員長）が企画した例会では、新型コロナ
ウイルス感染症の感染防止を第一に行って記念パー
ティーを開催し、その後「全部できるまで卒業させ
ません！」のテーマのもと、対決形式のバトルが繰
り広げられました。

挨拶する笹野会長 説明する畑川委員長

　最後には、出席された卒業生全員が無事に卒業と
なり、会長から花束と記念品が渡されました。
卒業生からは一人ずつお礼のあいさつもあり、メン
バーともに感謝を伝えることのできた例会となりま
した。
　また、卒業式の後には今年度を振り返る動画も流
れ、笹野会長のもと、無事に 1 年を終えることがで
きました。

合同プレリリース　 報道機関各社に会員企業の新情報・新商品・新サービスをPR

　本所では、マスコミへの情報発信のお手伝いもしており、新事業・新商品の発表をはじめとする会員企
業の新情報を月 1 回開かれる定例記者会見でプレスリリースしていただいております。

有限会社原野化学工業所　愛知環境賞優秀賞受賞

トレーサビリティを活用した業界初のプラスチックマテリ
アルリサイクル「原野モデル」に対し、愛知県環境賞優秀
賞が授与されました。使用済みプラスチックの有効活用に
向けて、プラスチックのマテリアルリサイクルを推進する
業界初のモデルを構築したことが、環境負荷の低減と循環
型社会の形成に大きく貢献するものと評価されました。

住　所：蒲郡市拾石町本郷 56 番地　　 0533-68-3493
ＵＲＬ : http://haranokagaku.com/

3/8  プレリリース



The  Chamber  News －がまごおり－［8］令和4年4月15日 No.840

商工会議所LOBO（早期景気観測）調査結果
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5月の定例相談日

種　別 相談日時 相談員 種　別 相談日時 相談員

ビジナビ経営相談
無料 予約制

10日（火）
13:00 ～ 17:00

経営コンサルタント
中小企業診断士
日野眞明

法 律 相 談
無料 予約制

11日（水）
13:00 ～ 16:00 弁護士　黒瀬裕司

ビジナビ経営相談
＜新型コロナ対応・補助金活用＞

無料 予約制

24日（火）
13:00 ～ 17:00

中小企業診断士
鈴木基之

労 働 相 談
無料 予約制

11日（水）
13:00 ～ 16:00

社会保険労務士
小林英一郎

ビジナビＤＸ相談
＜WEBマーケティング＞

無料 予約制

16日（月）
13:00 ～ 17:00

中小企業診断士
牧野史登

税 務 相 談
無料 予約制

10日（火）
13:00 ～ 16:00

東海税理士会
豊橋支部

ビジナビ
ものづくり相談
無料 予約制

随時開催 中小企業診断士
神谷宜泰

特 許 相 談
無料  　　　 隔月開催 弁理士　尾崎隆弘

経 営 相 談
無料 予約制

17日（火）
10:00 ～ 12:00

蒲信経営相談センター
中小企業診断士

取引あっせん相談
無料 予約制 随時開催 （公財）あいち産業振興機構

金 融 相 談
無料 予約制

19日（木）
10:00 ～ 12:00

日本政策金融公庫
豊橋支店（国民生活事業）

年 金 相 談
無料 予約制

 6 日（金）
12日（木）
19日（木）
26日（木）

  9:30 ～ 12:00
13:00 ～ 15:30

豊橋年金事務所
予約 ☎0532-33-4111
（自動音声1→2）

随時開催 日本政策金融公庫
岡崎支店（中小企業事業）

20日（金）
13:00 ～ 16:00 愛知県信用保証協会

※都合により、日時を変更する場合もありますので事前にご確認下さい。

蒲郡商工会議所会館　会議室等利用のご案内

会館利用者へのお願い

会議室等利用料金表　蒲郡商工会議所では、少人数での打ち合
わせや大規模な展示会など様々な用途でご
利用いただける、音響・映像システム・無料
Wi-Fiを完備した会議室・ホールを用意して
おります。
　お気軽にお問い合わせください。

□利用時間：午前9時～午後10時
　※午後6時以降に会議室等の利用がない
日は、午後6時閉館となる場合がありま
す。

□休 館 日：12月29日～翌年1月3日
　※土日祝日に会議室等の利用がない日は、
全日休館となる場合があります。

□駐車台数：140台
■お問合せ：蒲郡商工会議所 会館担当
　　　　　　 0533-68-7171

会議室等名称
収容
人員
（人）

利用時間区分
午　前

9:00 ～ 12:00
午　後

13:00～17:00
夜　間

18:00～22:00

1F

ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝﾎｰﾙ(A+B) 216 23,650 26,120 28,870

ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝﾎｰﾙA 132 17,320 18,970 20,900

ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝﾎｰﾙB 54 9,350 10,450 11,550

101会議室 12 2,750 3,300 3,570

2F

201会議室 30 4,670 5,220 5,770

202会議室 18 3,300 3,570 4,120

203会議室 18 3,300 3,570 4,120

204会議室 18 3,300 3,570 4,120
202･203/203･204
会議室一括 36 5,770 6,600 7,420

202･203･204
会議室一括 54 7,700 8,800 9,620

205会議室 24 4,120 4,670 5,220

ｲﾍﾞﾝﾄﾎｰﾙ 42 9,350 10,450 11,550

3F
特別会議室1 38 13,200 14,570 16,220

特別会議室2 16 4,670 5,220 5,500

（単位：円）

※料金表は、平日/会員/消費税込の料金で土日祝日利用は、20％増となります。

　新型コロナウィルスの感染拡大防止のため下記事項を
遵守いただきますようご協力をお願いいたします。
１. 定期的な換気、あるいは、常時の換気を心がけてく
ださい。

２. マスク着用、アルコール消毒の実施をお願いします。
（消毒液は会館内に設置しています）

３. 利用者どうしの間隔をあけ、近距離での接触を避け
てください。（利用者は収容人員の1/2程度を目安
としてください）


